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平成26年　正月　
－雪の白鷹山を望む－



　

古典桜６本が新たに山形県の天然記念物に。

2　

あいさつ



　

昨年、山形県の文化財となった殿入ザクラ。

3　

年頭のご
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今年の年男・年女さん
　

平
成
14
年
生
ま
れ12

歳
○趣味
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）
　

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

佐藤和真くん　東根小学校６年

○趣味
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）
　

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

○趣味
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）
　

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

海老名美
み

来
く

さん　鷹山小学校６年

紺野拓海くん　鮎貝小学校６年
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○趣味
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

平
成
２
年
生
ま
れ24

歳

昭
和
53
年
生
ま
れ36

歳

○趣味　
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

○趣味
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

○趣味
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）
　

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

Interview

梅津瑠美さん（萩野）　介護福祉士 横沢　翔
なつる

さん（黒鴨）　山形県職員

黒澤良幸さん（広野）　自営業（建築塗装） 福嶋藍子さん（横田尻）　介護福祉士

新春特集
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昭
和
29
年
生
ま
れ60

歳
　森谷七郎さん　

　　  　　 優子さん
（高玉）

　

○趣味　
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）
　

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）
　

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

○趣味　
　

○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）
　
○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

優子さん　　会社員（サービス業） 七郎さん　　建築業（木造造作）

○趣味
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

昭
和
41
年
生
ま
れ48

歳
○趣味
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

和田敏昭さん（荒砥乙）　郵便局員長谷川千波さん（十王）　非常勤講師　他
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昭
和
５
年
生
ま
れ84

歳

○趣味
○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

○趣味

○2013年はどんな年でしたか？（心に残る出来事など）

○2014年の抱負は？（チャレンジしたいことなど）

○白鷹町のすきなところ、白鷹町に期待することは？

横山一夫さん（箕和田）　建築設計士安部太一さん（十王）　

72
歳

昭
和
17
年
生
ま
れ

　
　

　みなさんにとって、実りの多い
よい一年になりますように。

Interview
新春特集
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9　

平成25年７月豪雨災害
被災箇所の復旧が本格化

　
　昨年７月に発生した豪雨災害被害への対応につきまして、町単独の
応急対応に加え、国の補助災害査定を受け復旧に取り組んでいます。
　農林関係及び土木関係の災害査定が12月に終了し、今後は復旧工事
に入ります。なお、復旧工事は、短期間に相当数の発注を行うことや
冬期間に入り工事の施工には厳しい気象条件にあることなどから、時
間がかかると予想されますが、ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ
　①農地・農業用施設　産業振興課農村整備係　☎85－6125
　②林道　　　　　　　産業振興課農村整備係　☎85－6125
　③公共土木施設　　　建設水道課土木係　　　☎85－6142
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町
で
は
、
平
成
25
年
度
に
「
白
鷹
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
（
案
）」
を
制
定
し
ま
す
。
現
在
ま
で
検
討
を
重
ね
、
12
月
の
議
会

に
中
間
報
告
を
さ
せ
て
頂
い
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
条
例
（
案
）、

概
要
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
公
民
館
、
役
場
総
務
課
企
画
室
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
等
を
受
け
、
議
会
に
上
程
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
空
き
家
と
は
？

　

「
空
き
家
」
と
は
、
住
宅
や
住

宅
に
付
属
す
る
倉
庫
、
そ
の
他
の

工
作
物
で
、
現
に
人
が
居
住
し
て

い
な
い
も
の
、
人
が
居
住
し
て
い

な
い
も
の
と
同
様
の
状
態
に
あ
る

も
の
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
な
ど
の
敷
地
も

「
空
き
家
」
に
含
み
ま
す
。

○
な
ぜ
問
題
な
の
？

　

家
屋
の
倒
壊
・
損
壊
や
落
雪
な

ど
に
よ
り
生
命
や
財
産
に
危
害
を

及
ぼ
し
た
り
景
観
を
損
ね
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
町
民
の
生
活
に

影
響
し
ま
す
。

○
持
ち
主
の
責
任
は
？

　

建
物
が
倒
壊
し
、
物
が
落
下
す

る
な
ど
し
て
近
隣
の
家
屋
や
通
行

人
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
場
合
、

そ
の
建
物
の
所
有
者
（
持
ち
主
）

は
損
害
賠
償
な
ど
の
管
理
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

町民からの情報提供

立入調査

助言・指導

勧　告

命　令

公　表

空き家等の調査

応急措置
※必要最小限の措置

条例（案）の作成

パブリックコメントの実施
【２月７日まで】

町法令審査会による条例（案）の審査

【２月中旬】

　議会へ上程・決議（条例の制定）
【３月上旬】

危険な程度の把握が
困難な場合

空き家等が管理不全な状態
にあると認めたとき

助言・指導しても空き家等が管理
不全な状態にあると認めたとき

正当な理由なく勧告に従わないとき

正当な理由なく命令に従わないとき

空き家等が管理不全
な状態にあると認め
たとき

人の生命や身体、財産
に重大な損害を及ぼす
危険な事態が発生し、
危害が切迫した場合

条例の施行

老朽化した危険な空き家に対する対応（案） 「白鷹町空き家等の適正管理に関
する条例（案）」施行までの流れ

周知期間を経て条例の施行

必要に応じて条例（案）の見直し・修正
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１　

目
的

　

空
き
家
等
の
管
理
の
適
正
化
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
を
め
ざ

す
も
の
で
す
。

２　

定
義

①
空
き
家
等
：
町
内
に
所
在
す
る

建
物
そ
の
他
の
工
作
物
で
、
現
に

人
が
使
用
し
て
い
な
い
も
の
及
び

そ
の
敷
地
を
指
し
ま
す
。

②
管
理
不
全
な
状
態
：
以
下
の
状

態
を
指
し
ま
す
。

ア 

老
朽
化
若
し
く
は
風
雨
、
降

雪
そ
の
他
自
然
現
象
に
よ
り
空
き

家
等
が
倒
壊
し
、
又
は
空
き
家
等

の
建
築
資
材
等
が
飛
散
し
、
若
し

く
は
剥
落
し
、
又
は
落
雪
に
よ
り

人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
又
は
財

産
に
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る

状
態

イ　

空
き
家
等
に
草
木
が
繁
茂
、

又
は
昆
虫
そ
の
他
の
動
物
が
繁
殖

し
、
当
該
空
き
家
等
の
周
辺
の
生

活
環
境
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
状
態

◎
意
見
募
集
期
間

　
　
２
月
7
日（
金
）ま
で

ウ　

建
築
物
の
破
損
、
腐
食
等
に

よ
り
空
き
家
等
に
容
易
に
不
特
定

の
者
が
侵
入
で
き
る
状
態

③
所
有
者
等
：
空
き
家
を
所
有
し

又
は
管
理
す
る
者
を
指
し
ま
す
。

④
町
民
等
：
町
内
に
居
住
す
る
者

を
指
し
ま
す
。

３　

町
の
責
務

　

町
は
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

４　

所
有
者
等
の
適
正
管
理
義
務

等
　

所
有
者
等
は
、
空
き
家
等
が
管

理
不
全
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

常
に
適
正
に
維
持
管
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
ま
す
。

５　

管
理
不
全
な
空
き
家
等
の
情

報
提
供

　

管
理
不
全
な
状
態
に
あ
る
空
き

家
等
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

町
民
は
町
に
情
報
を
提
供
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

６　

空
き
家
等
の
調
査

　

情
報
提
供
を
受
け
た
と
き
は
、

空
き
家
の
状
態
等
を
確
認
し
、
所

有
者
等
の
所
在
を
調
査
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

７　

立
入
調
査
等

　

調
査
の
結
果
、
空
き
家
等
が
管

理
不
全
な
状
態
に
あ
る
と
判
明
し
、

状
況
調
査
で
危
険
な
程
度
の
把
握

が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
立
入
調

査
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
ま
す
。

８　

助
言
、
指
導
及
び
勧
告

　

状
況
調
査
及
び
立
入
調
査
の
結

果
、
空
き
家
等
が
管
理
不
全
な
状

態
に
あ
る
と
き
は
、
所
有
者
等
に

対
し
、
空
き
家
等
を
適
正
に
維
持

管
理
す
る
よ
う
助
言
又
は
指
導
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

上
記
の
助
言
・
指
導
に
対
し
、
所

有
者
等
が
改
善
せ
ず
、
空
き
家
等

が
管
理
不
全
な
状
態
の
ま
ま
の
と

き
は
、
期
限
を
定
め
て
改
善
す
る

よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
ま
す
。

９　

命
令

　

所
有
者
等
が
理
由
な
く
勧
告
に

応
じ
な
い
場
合
は
、
当
該
所
有
者

等
に
対
し
て
、
期
限
を
定
め
て
必

要
な
措
置
を
と
る
よ
う
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

10　

公
表

　

所
有
者
等
が
正
当
な
理
由
な
く

命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
所
有

者
等
の
氏
名
等
を
公
表
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。
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応
急
措
置

　

空
き
家
等
に
、
人
の
生
命
、
身

体
又
は
財
産
に
重
大
な
損
害
を
及

ぼ
す
危
険
な
事
態
が
発
生
し
、
危

害
が
切
迫
し
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
危
害
を
予
防
し
、
又
は
損
害

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
応
急
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
ま
す
。

　

応
急
措
置
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
応
急
措
置
の
内
容
を
当
該

所
有
者
等
に
通
知
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

　

応
急
措
置
を
講
じ
た
場
合
、
当

該
所
有
者
等
の
氏
名
及
び
住
所
を

把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

応
急
措
置
の
内
容
を
告
示
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

　

応
急
措
置
を
講
じ
た
場
合
、
当

該
応
急
措
置
に
要
し
た
費
用
を
当

該
所
有
者
等
か
ら
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

「
白
鷹
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
（
案
）」

の
概
要
に
つ
い
て

　

ご
意
見
は
、「
広
報
直
通
便
」
ま

た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
「
ご
意
見
提
出
様
式
」
に
必
要

事
項
を
記
載
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
意
見
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

６
１
２
８

E
-m
ail: k

ik
ak
u
@
so
.to
w
n
.

shirataka.yam
agata.jp

12　

関
係
機
関
と
の
連
携

　

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
関
係

機
関
と
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
協

議
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。
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　町では現在、「白鷹町障がい者プラン」の見直しを行っています。策定中の第2次障がい者プランは平
成26年度から平成35年度までを期間とする10年間の計画で、平成30年度には見直しを行う予定です。
障がいがあっても地域社会の一員として、持てる能力を発揮し、自立し安心して住み慣れたまちで暮ら
すため、第2次障がい者プランでは障がい者の権利擁護を目指して取り組みます。

【テーマ】

●プランに関するご意見をお寄せください
　募集期間は１月15日から２月３日までです。役場や健康福祉課、
各地区公民館で閲覧できるほか、町ホームページにも掲載します。
意見提出様式に住所、氏名、電話番号、所属などを記入いただき提
出下さい。ご意見については公開される可能性があることをご了承
願います。なお、個別の返答はいたしません。

・生活の場である地域との連携を強化します。 
・ライフステージに沿った切れ目のない支援を
　行ないます。 
・グループホームの整備を行ないます。 
・就労支援の強化に取り組みます。 

　

１. 地域で安心して暮らすために
　①ノーマライゼーション（※1）の推進
　②ユニバーサルデザイン（※2）の推進
　③グループホームの整備

２. 全体的な支援体制整備のために

　①町の相談窓口の充実
　②生活安定のための施策の充実
　③自立支援協議会の活用・地域との連携強化
　④精神保健福祉対策の充実
　⑤難病患者等への支援
　⑥障がい者虐待の防止
　⑦防災体制の充実

３. ライフステージに寄り添うために

■意見・問い合わせ
　健康福祉課福祉係
　☎86－0111 ／ＦＡＸ86－0115

※１…障がいのある人もない人も、互いに支え合い、地

　　　域でいきいきと明るく豊かに暮らしていける社会

　　　を目指す活動。

※３…様々な違いを持った子どもたちが、同じ空間で学ぶ教育のこと。

※２…障がい者だけでなく、高齢者や子ども等すべての

　　　人が利用しやすい仕様や構造。
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▷募集内容
　応募用紙に必要事項を記入の上、裏面にキャラク
ターをデザインしてください。画材、色彩（フルカ
ラー）、技法は自由です。
▷デザイン条件
・白鷹町の観光資源や特産品がイメージでき、多く
　の人から親しまれ、愛着が持たれるデザイン。
・着ぐるみ（大人が着用）やぬいぐるみ等にも活用す
　ることを想定したデザイン。
▷募集条件
・国籍・年齢・プロ・アマなどは問いません。
・応募作品数に制限はありません。
・応募作品は未発表のものに限ります。
・フルカラーで記載して下さい。
・キャラクター愛称はデザイン決定後に公募します。
・応募者は募集要項のすべてに同意するかたのみと
　します。

▷応募方法
・下記の応募先へ郵送、持参またはメール（2ＭＢ
　以内）にて送付してください。ＦＡＸでの応募は
　不可とします。応募用紙は白鷹町商工会のホーム
　ページよりダウンロードできます。
・応募作品は返却しませんのでご了承ください。
・作品提出にかかる費用については応募者の負担と
　します。
▷募集期間　1月31日（金）まで（当日消印有効）
▷選考方法
・応募作品は、当会で定める選考委員会にて決定。
・採用された方には白鷹町の特産品3万円分を贈呈
　します。
・採用作品の発表は2月下旬予定。ホームページへ
　掲載のほか、採用されたかたへ直接連絡します。
※その他の詳細はお問い合わせください。
　　　　　　　　　　

【しらたか夢未来発掘事業】
　
　白鷹町商工会青年部では、しらたか夢未来発掘事業「しらたかＰＲ大作戦」のひとつとして「し
らたかご当地キャラクター」を制作するため、キャラクターのデザインを募集しています。白鷹町
をＰＲするにふさわしく親しまれるキャラクターを考えて、ぜひご応募ください。

　

■問い合わせ　白鷹町商工会　青年部　担当　千田　☎85－0055
　http://www1.shirataka.or.jp/shirashou/

第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
「
標
語
・
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
年
、
西
置
賜
地
区
保
護
司
会
が
主
体
と
な
り

実
施
し
て
い
ま
す
。
白
鷹
町
か
ら
は
３
３
５
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
作

品
が
入
賞
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
】

小
学
校
の
部　
　

優
秀
賞

「
あ
っ
た
か
な　

言
葉
で
み
ん
な

　

に　

笑
顔
さ
く
」

蚕
桑
小
学
校
４
年　

丸
川　

和
紗

努
力
賞

「
あ
り
が
と
う　

言
葉
の
あ
か
り

　

と
も
そ
う
よ
」　

蚕
桑
小
学
校
４
年　

丸
川　

白
亜

努
力
賞

「
つ
な
げ
よ
う　

明
る
い
未
来　

　

地
域
の
輪
」　

鮎
貝
小
学
校
６
年　

須
貝　

結
衣

中
学
校
の
部　

優
秀
賞　

「
自
ら
の　

気
持
ち
が
変
わ
れ
ば

　

ま
わ
り
が
変
わ
る
」

東
中
学
校
２
年　

安
部　

潤
一
郎

努
力
賞

「
自
分
み
て　

心
の
異
変
に　

気

　

が
つ
い
て
！
」

東
中
学
校
１
年　

齋
藤　

遥
香

【
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
】

小
学
校
の
部

　

優
秀
賞　

「
犯
罪
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
」

鮎
貝
小
学
校
５
年　

樋
口　

莉
紗

努
力
賞　

「
世
の
中
の
犯
罪
に
つ
い
て
」　

鮎
貝
小
学
校
５
年　

横
澤
あ
か
り

中
学
校
の
部　

優
秀
賞　

「
犯
罪
と
は
」

西
中
学
校
３
年　

鈴
木　

里
実

優
秀
賞

「
小
さ
な
事
で
も
変
え
ら
れ
る
」

東
中
学
校
１
年　

芳
賀　

柊
花

努
力
賞

「
か
わ
い
そ
う
な
子
を
減
ら
す
た

　

め
に
」

東
中
学
校
３
年　

菊
地　

祐
太

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１
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「
民
生
委
員
」
は
、
社
会
奉
仕

の
精
神
を
も
っ
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
相
談
に
の
り
、
支
援
、
助
言

を
し
な
が
ら
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
ま
す
。

　
「
児
童
委
員
」
は
、
児
童
や
妊

産
婦
の
福
祉
に
関
し
て
援
助
や
支

援
を
行
う
も
の
で
、
民
生
委
員
が

児
童
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
福
祉
に

関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
す

る
「
主
任
児
童
委
員
」
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

身
分
は
、
山
形
県
の
特
別
職
に

属
す
る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
的
に
地
区
の
皆
さ
ん
の
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
こ
と
を
任
務

と
し
て
、
福
祉
活
動
の
充
実
を
図

る
こ
と
や
、
低
所
得
者
、
高
齢
者
、

母
子
、
父
子
、
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
人
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、
常
に
地
区
で
の

調
査
に
よ
り
高
齢
者
な
ど
の
生
活

状
態
を
把
握
し
、
支
援
を
必
要
と

す
る
人
に
対
し
、
適
切
な
生
活
支

援
や
助
言
を
行
い
ま
す
。さ
ら
に
、

健
康
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
社
会
福
祉
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
そ
の
業
務
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
相
談
・
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
民
生
委
員
」「
児
童
委
員
」
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
任
期
満
了
に
よ
り
改
選
さ
れ
、

12
月
１
日
よ
り
新
た
に
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
３
年
間
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
向
上
の
た

め
に
活
動
し
ま
す
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
か
た

が
た
で
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
の
急
激
な
増
加
、
出
生
数

の
減
少
、
い
じ
め
・
不
登
校
、
生

活
困
窮
者
、
高
齢
者
や
児
童
へ
の

虐
待
な
ど
社
会
が
抱
え
る
問
題
は

数
多
く
、
ま
た
、
そ
の
内
容
は
複

雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
そ
の

職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
秘

密
を
守
り
、
い
か
な
る
差
別
も
優

先
的
な
取
り
扱
い
も
で
き
ま
せ

ん
。

　

複
雑
な
相
談
や
支
援
に
対
処
す

る
た
め
の
研
修
は
、
毎
月
の
よ
う

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

●
健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
86

－

０
１
１
１

●
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事

務
局
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
　
　
　

☎
86

－

０
１
５
０

12 月に行われた委嘱状交付式

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
給

与
・
報
酬
は
い
っ
さ
い
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
交
通
費
や
通
信
費
な
ど

の
活
動
経
費
が
支
給
さ
れ
る
だ
け

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

公園内の遊具の安全点検 救命講習
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町
内
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

担
当
町
内
（
組
）
及
び
担
当
者
名
（
敬
称
略
）

　

蚕
桑
19
・
20

　

蚕
桑
17
・
18

　

蚕
桑
15
・
16

　

蚕
桑
13
（
５
〜
８
）・
14

　

蚕
桑
12
・
13
（
１
〜
４
）

　

蚕
桑
10
・
11

　

蚕
桑
８
・
９

　

蚕
桑
６
（
３
、４
）・
７

　

蚕
桑
５
・
６（
１
、２
）

　

蚕
桑
３
・
４

　

蚕
桑
１
・
２

蚕
桑
地
区

　

小
出　

八
千
代

　

中
川　

み
さ
子　

　

岡
部　

俊
一

　

町
田　

幸
子

　

福
嶋　

亮
一

　

小
林　

宣
好

　

小
林　

節
子

　

金
田　

祐
子

　

橋
本　

美
佐
子

　

佐
藤　

由
美
子

　

長
谷
部　

照
昭

　

黒
鴨

　

深
山
１
・
２

　

高
岡
１
・
２

　

鮎
貝
13

　

鮎
貝
11

　

鮎
貝
10
・
12

　

江
口　

美
智
子

　

羽
田　

只
子

　

大
滝　

朋
子

　

今　

ト
ミ
子

　

山
口　

美
智
子

　

本
間　

都

　

堀
の
内
、
北
原
、
針
生

　

中
田
、
原
、
上
原

　

西
、
新
屋
敷
１
・
２

　

山
道
、
南

　

西
原
、
東
小
手
沢
、
細
野

　

折
居
（
上
・
下
）

鷹
山
地
区

　

沼
澤　

れ
い
子

　

沼
澤　

富
雄

　

小
関　

陽
一

　

海
老
名　

み
つ

　

竹
田　

敏
恵

　

齋
藤　

良
子

　

東
部
１
・
２
・
３

　

北
部
３
・
４

　

北
部
１
・
２

　

中
部
４
・
５

　

中
部
１
・
６

　

中
部
２
・
３

　

南
部
４
・
５

　

南
部
１
・
２
・
３

東
根
地
区

　

中
嶋　

千
代
松

　

新
野　

八
重
子

　

大
木　

好
雄

　

吉
田　

武
蔵

　

鈴
木　

裕
一

　

新
野　

吉
信

　

石
坂　

邦
彦

　

青
木　

民
昭

　

十
王
10

　

十
王
６
・
７
・
８

　

十
王
３
・
４
・
５
・
９

　

十
王
１
・
２

十
王
地
区

　

土
屋　

重
子

　

柴
田　

美
恵
子

　

小
林　

弘
子

　

平　

由
紀
子

　

主
任
児
童
委
員

　

主
任
児
童
委
員

　

主
任
児
童
委
員

　

丹
野　

ち
ゑ

　

岡
田　

美
和
子

　 　

安
久
津　

久
子

白
鷹
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

○
会　

長　

小
松　

行
信　

さ
ん

○
副
会
長　

長
谷
部　

照
昭　

さ
ん

　

鮎
貝
４
・
９

　

鮎
貝
７
・
８
・
14

　

鮎
貝
３
・
５
・
６

　

鮎
貝
１
・
２

鮎
貝
地
区

　

和
田　

妙
子

　

神
保　

達
夫

　

佐
藤　

健
一

　

小
林　

信
子

　

佐
野
原
・
大
瀬

　

下
山

　

菖
蒲
１
・
２

　

貝
生
１
・
２
・
３
、
東
部
４

　

仲
町
４

　

仲
町
３

　

仲
町
１
・
２

　

横
町
１
・
２

　

出
来
町
２

　

上
町
、
出
来
町
１

　

新
町

　

八
幡
１
・
２

荒
砥
地
区

　

竹
田　

美
佐
子　

　

安
部　

富
美
子

　

川
村　

タ
ミ
子

　

鈴
木　

弘
子

　

松
村　

久
子

　

竹
田　

和
子

　

尾
西　

幸
子

　

安
部　

克
子

　

竹
田　

孝
子

　

小
松　

行
信

　

新
野　

光
夫

　

大
友　

慶
子

総
数

　
54
人
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☎

●給与収入があり次に該当するかた
　①年末調整を行っていないかた
　②前年中に中途で退職したかた
　③給与以外に所得のあるかた
　④２カ所以上から給与のあるかた

●農業・営業・不動産など事業所得のあるかた
●配当や保険満期、資産の譲渡などの所得がある
かた
●年金受給者で社会保険・生命保険料控除を受け
ようとするかた
●収入がなく次に該当するかた
　①国民健康保険に加入しているかた
　②所得証明が必要なかた
　③年金などの免除を申請されるかた

　農業所得があるかたへ（販売がある農家）
収支計算による申告となります。

◇持ち物
　収支内訳書（農業所得用）及び収入と経費が確認
できるもの
①中山間地域等直接支払及び戸別所得補償制度を　
　活用されているかたは収入金がわかる書類
②農協と取引されている方は農協が発行する各種　
　明細書、なければ農業の相談はできません。
③営農組合（集落営農）のかたは分配金の計算書

■お願い
①農作業の委託費、小作料のあるかたは事前に支　
　払明細書を提出ください。
②機械等を共同で購入されたかたは事前に販売証　
　明書などを提出ください。

　営業・不動産など事業所得のあるかたへ

◇持ち物
　収支内訳書（一般・不動産用）及び収入と経費が
確認できるもの
※町の収支計算書を活用ください。

　報酬・配当所得のあるかたへ

◇持ち物　支払明細書など

　給与・年金所得があるかたへ

◇持ち物　源泉徴収票
※中途退職者は退職時までの源泉徴収票も必要です。

　障がい者控除を受けられるかたへ

◇持ち物　障がい者手帳など
※要介護認定を受けているかたで、「身体障がい者に
　準ずる」と認定された場合は、障がい者控除を受
　けることができます。
　（証明書は健康福祉課で発行します）

　医療費控除を受けられるかたへ

◇持ち物　領収書
※出産一時金、高額医療費がある場合や保険などの
　補填金がある場合はその金額がのぞかれます。
※金額は事前に合計しておいてください。

　住宅借入金等特別控除の適用を受けられる
　かたへ
◇持ち物
　借入金の年末残高等証明書、住民票、登記簿謄本、
契約書写しなど。
※共有名義や敷地の購入等で添付書類も異なって　
　きますので事前にお問い合わせください。

□印鑑

□町民税・県民税個人申告書

□所得税確定申告書 ( 税務署から送付されているかた )

□源泉徴収票（給与・年金）

□収支内訳書及び収入と経費を証明するもの（農業・営業・不動
　産その他事業所得があるかた）　
例）出荷証明書や購買明細書等の経費が確認できるもの
　　売上伝票や帳簿等及び経費が確認できるもの

□一時所得や保険満期一時金などの証明書

□支払明細書、金融機関発行の源泉徴収票（配当のあるかた )

□個人年金、講師料、謝金など各種報酬の支払明細

□売買契約書、譲渡費用等がわかる領収書（土地等売却された　
　かた）

□生命（一般・介護医療）保険料支払証明書

□個人年金保険料支払証明書

□地震保険料支払証明書（平成18年12月31日までに締結した長期
　損害保険料支払証明書）

□国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の領収書

□国民年金、農業者年金掛金の領収書

□医療費の領収書、おむつ使用証明書、保険などの補てん額

□身体障がい者手帳、療育手帳など

□障がい者控除対象者認定書（要介護認定者）

□寄付を行った団体の発行する領収書

□通帳の本人届出印

□申告者名義の金融機関名・支店・口座番号がわかるもの
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申告相談日程 会　場

　今年も町・県民税を申告していただく時期になりました。この申告は、平成26年度の町・県民税を
算出する基礎となるほか、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料や介護保険料及び所得証明書などの
税関係証明書発行の資料となる重要な手続きですので、期限内に忘れずに申告書を提出してください。
なお、申告相談の際の注意点などをまとめましたので、必要な書類の事前準備をお願いします。

　　

【注意点】

　　＜開館時間＞　午前８時30分
　　＜受付時間＞　午前の部　午前８時45分～ 11時　　（相談は午前９時開始）
　　　　　　　　　午後の部　午前11時45分～午後３時（相談は午後１時開始）

      ●申告相談は受付簿に記入された順に行います。
　　●今年度も地域指定を行いますので、次のことに注意してください。
　　　①指定された日の時間帯においでください。
　　　②指定日に都合のつかないかたは、同じ地区の会場のいずれかの日においでください。
　　　③同じ地区の会場のいずれの日にも都合がつかないかたは、事前に税務出納課町民税係へご連絡
　　　（新たな日を予約）ください。
　　※連絡なしに指定会場以外に来られたかたは、資料がないため受付できませんのでご注意ください。
　　●役場庁舎内での相談はお受けできません。ご理解、ご協力をお願いいたします。
　　●自書申告書は役場税務出納課または申告会場でお預かりいたします。
　　●前年（平成25年１月１日～ 12月31日）の所得を申告してください。
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　 子育て支援の充実
　　
いのちの教育の推進

　　

⇩
　

⇩ ⇩

■申し込み・問い合わせ　健康福祉課健康推進係
　☎８６－０２１０

　詳細は町のホームページをご覧ください。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係
　☎８６－０２１０
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子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診無料クーポン券及び
　　　　　　　　肝炎ウイルス検査受診券の有効期限が近づいています
　子宮頸がん・乳がん・大腸がん・ウイルス性肝がんは、どれも早期発見・早期治療が有効です。
がんを早期に発見し、ご自分の健康状態を確認する意味でも、無料クーポン券を利用して、この機
会にぜひ検診を受けましょう。
　町では、下記のかたへ無料クーポン券を郵送しています。有効期限は平成26年２月28日です。
転入や紛失などでクーポン券をお持ちでないかた、また、検診の受け方など、詳しくは健康福祉課
健康推進係（☎86－0210）までお問い合わせください。
◆子宮頸がん検診　　　　　　　　　　　　　　　 　◆乳がん検診・大腸がん検診・肝炎ウイルス検診
年齢 生　　年　　月　　日 年齢 生　　年　　月　　日
20歳 平成 ４年４月２日～平成 ５年４月１日 40歳 昭和47年４月２日～昭和48年４月１日
25歳 昭和62年４月２日～昭和63年４月１日 45歳 昭和42年４月２日～昭和43年４月１日
30歳 昭和57年４月２日～昭和58年４月１日 50歳 昭和37年４月２日～昭和38年４月１日
35歳 昭和52年４月２日～昭和53年４月１日 55歳 昭和32年４月２日～昭和33年４月１日
40歳 昭和47年４月２日～昭和48年４月１日 60歳 昭和27年４月２日～昭和28年４月１日

風しん抗体検査および予防接種費用助成のお知らせ
－助成期間は、平成26年3月31日までです－

　妊娠初期の女性が風しんにかかると赤ちゃんに障がいを残すことがあり、予防に努める必要があります。
春になると再び風しんが流行する可能性があります。この機会に抗体検査及び予防接種を受けましょう。
　▼対象　白鷹町に住所のあるかたで、①又は②に該当するかた
　　　　＊ただし、予防接種を2回受けたことがあるかた、風しんにかかったことがあるかたを除きます。
　①妊娠を希望する18歳から49歳の女性（妊娠しているかたを除く。）
　②妊婦（妊娠初期の検査で、抗体価が十分でなかったかたに限る。）の夫（パートナー）及び同居の家族
　▼助成金額　抗体検査　5000円　　予防接種　10000円
　▼医療機関　白鷹町内医療機関
　■申し込み　健康福祉課健康推進係　　☎86－0210

火災の発生しやすい季節です !!　－ 住宅防火の心得 －

　白鷹町では、平成25年１月27日の火災を最後に、現在まで無火災が続いています（平成25
年12月31日現在）。西置賜管内における火災件数は年間30～40件。白鷹町においては平成22
年が７件、平成23年が７件、平成24年が６件と推移している中で、無火災の継続は快挙とい
えます。
　しかし、災害はいつ起こるかわからないものです。これからの時期、空気が乾燥し、暖房器
具の使用が増えることで火災発生の危険性も高くなります。暖房器具や火気の取り扱いには十
分注意し、ご家庭の火災予防をしっかり行ないましょう。
 

　・寝たばこは、絶対やめる。
　・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　・ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。
　・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、近隣所の協力体制をつくる。

いのちを守る７つのポイント
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荒
砥
在
住
の
４
人
に
よ
る
バ

ン
ド
グ
ル
ー
プ
「
い
と
は
ん
」

（
代
表　

新
野
優
さ
ん
）
よ
り
、

７
月
の
豪
雨
災
害
の
復
旧
に
使

っ
て
ほ
し
い
と
３
万
５
１
１
６

円
を
町
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

「
い
と
は
ん
」
の
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
、
来
場
の

み
な
さ
ん
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
募
金
を
寄
付
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

　

奥
山
龍
雄
さ
ん
（
下
山
）
よ

り
、
白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
、
黒
滝

会
の
３
団
体
に
合
わ
せ
て
30
万

円
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
最

上
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会
場

で
自
身
の
著
書
「
た
つ
お
の
白

鷹
原
風
景
」 

２
０
０
部
を
販
売
。

３
団
体
の
活
動
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
売
上
金
の
全
額
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

職　種 資格要件 賃金（時給））
一般事務 749 円
調理員 749 円
学校用務員 普通自動車免許取得者 749 円
下水道普及相談員 普通自動車免許取得者 749 円

運転手（調理場） 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者）

785 円

運転手（一般系） 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者） 1,123 円

運転手（土木系・夏期）有資格者（大型・大型特殊運転免許取得者） 1,123 円

運転手（土木系・冬期）有資格者（大型・大型特殊運転免許取得者） 1,226 円

運転手（保育園バス） 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者） 1,741 円

ボイラーマン 有資格者（２級以上） 929 円
社会福祉士・保健師 有資格者 1,420 円
保育士 有資格者 852 円
保育助手 775 円

保育園バス添乗員 　　930 円

▼職種と賃金 ▼勤務形態
　職種・職場により勤務時間、勤務日数が異なります。
▼提出書類
　白鷹町臨時職員登録申請書
＊総務課にお越しいただくか、町のホームページから
　ダウンロードしてください。
▼締め切り
　平成26年2月21日（金）

※書類を提出されたかたは「白鷹町日々雇用職員登
　録名簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者の
　中から面接及び書類審査による選考のうえ雇用い
　たします。（雇用及び選考については、原則、平成
　26年４月１日現在で満60歳未満のかたを優先的
　に雇用する予定です。）
※年度初めからの雇用については、2月21日までに
　登録いただいたかたの中から選考させていただき
　ますが、その後も登録を随時行いますのでお問い
　合わせください。
※なお、名簿登録者全員が雇用されるものではあり
　ませんのでご了承ください。

■受付・問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

平成26年度　白鷹町日々雇用職員（臨時・パート）の登録を受け付けます

▼通勤手当相当割増賃金
　２㎞以上５㎞未満　100円
　５㎞以上10㎞未満　200円　
　 10㎞以上　　　　　300円
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12月の町長交際費 　平成25年12月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

文
屋
百
合
子
さ
ん

　　

文
屋
百
合
子
さ
ん
（
あ
ら
と
保

育
園
園
長
）
が
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
文
屋
さ

ん
は
、
保
育
士
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
な

が
ら
、
地
域
と
の
交
流
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
て
地
域
と

密
着
し
た
乳
児
保
育
や
学
童
保
育

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
更
生
保
護
女
性
会
会
長

や
明
る
い
健
康
都
市
づ
く
り
推
進

会
議
委
員
を
務
め
ら
れ
、
永
年
に

わ
た
っ
て
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

放射性ヨウ素 放射性セシウム
ひがしね保育園 不検出 不検出

さくらの保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

０
・
４
８
〜
０
・
８
６
Ｂ
ｑ

　
（
ベ
ク
レ
ル
）／
㎏
以
下

▼
期
間　

12
月
12
日（
木
）

　
　
　
　

〜
18
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２

山
形
県
知
事
表
彰

青
木
幸
子
さ
ん

　　

青
木
幸
子
さ
ん
（
よ
つ
ば
保
育

園
園
長
）
が
山
形
県
知
事
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
青
木
さ
ん
は

保
育
士
と
し
て
昭
和
52
年
４
月
よ

り
あ
ら
と
保
育
園
に
勤
務
し
、
多

様
化
す
る
保
育
の
ニ
ー
ズ
の
中
で
、

乳
児
保
育
や
特
別
保
育
の
充
実
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

は
よ
つ
ば
保
育
園
の
園
長
と
し
て
、

地
域
と
の
交
流
の
ほ
か
、
保
育
に

俳
句
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
情
緒

豊
か
な
心
を
育
む
保
育
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
功

績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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　白鷹スキー場のオープンを前に、12月18
日、関係者約30人が出席し、無事故での営
業を祈願して安全祈願祭が行われました。
神事が執り行わた後にはペアリフトの緊急
停止を想定しての救助訓練も行われ、リフ
トの乗客を安全に降ろす手順が確認されま
した。今年は12月にまとまった雪が降り、
予定通りのオープンとなりました。スキー
場は３月21日まで営業しています。みなさ
ん、ぜひご利用ください。

　12月14日、中央公民館において、第18回
東北福祉大学岡田ゼミナール地域学習調査
報告会が開催されました。この調査は、東
北福祉大学の岡田ゼミナールが、平成24年
４月から、白鷹町の産業、教育、福祉など
の現状と課題について調査を実施したもの
で、 このたび６名のゼミ生から調査研究の
発表がありました。会場には約60名が集ま
り、白鷹町の今後について活発な意見交換
が行われました。

　12月19日、子育て支援センター「にこぽ
ーと」でクリスマス会が行われました。会
場には、認定音楽療法士の二瓶明美さんと
山形交響楽団設立名誉指揮者の村川千秋さ
んをお迎えし、タンバリンやすずを使って
「音楽あそび」を楽しみました。音楽あそ
びの後は、大きな袋を持って現れたサンタ
さんから「元気に育ってね」と１人ひとり
にクリスマスプレゼントが手渡されました。

　１月４日、鷹山放課後子ども教室「新春
百人一首かるた大会」が行われ、日頃から
百人一首の暗唱に取り組んでいる鷹山小学
校の児童27名が参加しました。詠み手を務
めた上級生や保護者が上の句を詠み始める
と、参加者は下の句が書かれた札に目を向
け気持ちを集中。札を見つけると「はいっ」
と元気な声で素早く札に手を伸ばしていま
した。正月恒例の伝統行事は、地域の方々
に見守られながら和やかに開催されました。

町
と
福
祉
施
設
が
災
害
時
の
福

祉
避
難
所
の
協
定
を
締
結

　　

12
月
25
日
、
町
と
町
内
５
つ
の

福
祉
施
設
と
の
間
で
、
災
害
時
に

お
け
る
福
祉
避
難
所
の
指
定
等

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
時

に
、
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
な

要
援
護
者
を
福
祉
施
設
が
福
祉
避

難
所
と
な
っ
て
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
協
定
が
結
ば
れ
た

も
の
で
す
。
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　12月５日、全国小学生バドミントン選手権大会
出場とＭＯＡ美術館全国児童作品展に出展の児童
のみなさん、合わせて４人に「成績優秀者激励
金」が交付され、それぞれ、全国大会出場への抱
負と入賞作品への感想を話してくれました。

　

町
立
東
中
学
校
が
平
成
８
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
プ
ル
タ
ブ

ア
ル
ミ
缶
回
収
の
活
動
が
、
全
国

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら

認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
全
国
で
17
中
学
校
が

優
秀
校
と
な
り
、
一
人
当
た
り
の

回
収
重
量
や
最
近
２
年
間
の
回
収

量
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
東
中
学
校

は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

【第22回全国小学生バドミントン選手権大会出場】
　　　髙橋翔馬さん（高玉）　  蚕桑小学校６年　
　　　青木　拓さん（横田尻）蚕桑小学校６年
　　　髙橋佳蓮さん（荒砥乙）荒砥小学校６年

大会は12月21日～ 25日
【第25回ＭＯＡ美術館全国児童作品展】
　　　青木彩香さん（高玉） 　 蚕桑小学校６年

静岡県熱海市ＭＯＡ美術館にて２月19日まで展示左から、青木彩香さん、髙橋佳蓮さん、　
髙橋翔馬さん、青木拓さん

山
辺
町
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
行

に
関
す
る
協
定
を
締
結

　　

12
月
25
日
、
山
辺
町
と
の
間
で
、

山
形
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
臨
時
離
着
陸
場

所
）
の
利
用
に
関
す
る
協
定
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
白
鷹

町
に
隣
接
す
る
山
辺
町
の
北
作
地

内
と
畑
谷
地
内
で
救
急
事
案
が
発

生
し
た
場
合
、
救
急
車
の
到
着
ま

で
50
分
を
要
す
る
た
め
、
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
を
利
用
で
き
る
よ
う
白
鷹

ス
キ
ー
場
を
臨
時
離
着
陸
場
所
と

す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
協
定
に

よ
り
山
辺
町
の
救
急
医
療
体
制
の

充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

東
中
学
校
は
、
回
収
し
た
プ
ル

タ
ブ
ア
ル
ミ
缶
を
換
金
し
、
平
成

10
年
か
ら
昨
年
度
ま
で
に
町
内
の

老
人
福
祉
施
設
に
合
計
29
台
の
車

椅
子
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
た
当
初
は
、
町
内

企
業
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、
平

成
22
年
か
ら
は
校
区
内
全
戸
か
ら

協
力
を
得
て
、
全
校
生
が
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
域
の
人
と
協
力
し
て
一
軒
ず

つ
訪
問
し
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
回
収
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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vol.42
　

自
分
の
消
費
者
力
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
無
理
な
頼
み
ご
と
は
き
っ
ぱ
り

断
れ
る

□
不
要
な
電
話
は
自
分
か
ら
切
る

よ
う
に
し
て
い
る

□
身
近
な
人
で
も
お
金
の
貸
し
借

り
は
慎
重
に
す
る

□
「
絶
対
も
う
か
る
」
な
ど
の
話

は
疑
う
よ
う
に
し
て
い
る

□
知
ら
な
い
人
に
話
し
か
け
ら
れ

て
も
、
臆
せ
ず
会
話
が
で
き
る

□
人
を
外
見
で
判
断
し
な
い

□
買
い
物
は
よ
く
考
え
て
か
ら
決

め
る

□
近
所
に
相
談
で
き
る
人
や
、
信

頼
で
き
る
人
が
い
る

□
チ
ェ
ッ
ク
が
４
個
以
上

↓
高
い
消
費
者
力
を
身
に
つ
け
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
注
意
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

〜
悪
質
商
法
は
身
近
に
潜
む
〜

「
わ
た
し
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

□
チ
ェ
ッ
ク
が
２
〜
３
個

↓
や
さ
し
い
気
持
ち
が
悪
質
業
者

に
つ
け
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
。
今
一
度
、
自
分
の
消
費
者
力

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

□
チ
ェ
ッ
ク
が
０
〜
１
個

↓
悪
質
業
者
の
か
っ
こ
う
の
ま
と

で
す
。
被
害
防
止
の
た
め
、
手
口

や
対
策
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　

自
分
自
身
で
大
切
な
財
産
を
守

る
力
、
そ
れ
が
「
消
費
者
力
」
で

す
。

　

く
ら
し
の
豆
知
識
で
は
、
悪
質

商
法
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
置
賜
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
で
は
出
前
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。
消
費
者
力
向
上
に
、

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

＊
置
賜
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
８

－
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－

０
９
９
９

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

  

冬
道
の
交
通
安
全

◆
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
ゆ
っ
く
り

ス
ピ
ー
ド
で
冬
道
を
安
全
に
！

　

積
雪
や
路
面
凍
結
、
悪
天
候
の

視
界
不
良
な
ど
道
路
環
境
が
悪
化

し
危
険
性
が
増
す
時
期
で
す
。

－

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

－

・
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ

　

ン
ド
ル
な
ど
の
急
激
な
操
作
は

　

し
な
い
。

・
交
差
点
付
近
、
ト
ン
ネ
ル
の
出

　

入
り
口
、
橋
の
上
、
日
陰
部
分

　

は
特
に
凍
結
注
意
！

・
ブ
レ
ー
キ
は
夏
場
の
２
倍
以
上

　

手
前
か
ら
か
け
る
。

・
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
は
軽
い
力
で

　

小
き
ざ
み
に
か
け
る
。

・
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
で
も
、
油

　

断
は
し
な
い
。

・
早
め
の
合
図(

方
向
指
示
器)

　

と
ブ
レ
ー
キ
操
作
。

・
車
間
距
離
は
夏
場
の
２
倍
以
上

　

と
る
。

－

道
路
わ
き
の
雪
山
悪
天
候　
　

　
　

に
よ
る
視
界
不
良
に
注
意

－

・
道
路
を
横
断
す
る
時
は
見
通
し      

　

の
良
い
所
を
選
び
、
し
っ
か
り

　

確
認
し
て
ゆ
と
り
を
も
っ
て
横

　

断
す
る
。

・
雪
山
の
陰
か
ら
の
歩
行
者
の
飛    

　

び
出
し
に
注
意
し
、
ゆ
っ
く
り

　

ス
ピ
ー
ド
の
運
転
を
。

　

冬
道
は
「
滑
り
や
す
い
」「
見

え
に
く
い
」「
わ
だ
ち
が
で
き
る
」

「
道
幅
が
狭
く
な
る
」
等
の
危
険

が
続
き
ま
す
。
歩
行
者
も
ド
ラ
イ

バ
ー
も
気
を
引
き
締
め
て
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

－

踏
切
事
故
の
防
止

－

　

踏
切
の
手
前
で
は
、
必
ず
一
旦

停
止
し
、
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

渡
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
冬
季
間

は
路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
に

備
え
、
踏
切
手
前
で
は
十
分
に
減

速
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
積
雪
な

ど
に
よ
り
踏
切
が
確
認
し
に
く
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
て
線
路

に
進
入
し
な
い
よ
う
、
は
っ
き
り

確
認
し
て
か
ら
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
踏
切
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り
車

を
前
進
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。（
遮
断

棒
は
、
車
で
押
せ
ば
前
方
に
跳
ね

上
が
り
ま
す
。）

○
踏
切
内
で
脱
輪
等
で
動
け
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
列
車
を
止

め
て
く
だ
さ
い
。

・
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
時
は
、
カ

　

バ
ー
の
上
か
ら
強
く
押
し
て
く

　

だ
さ
い
。
信
号
機
が
作
動
し
、

　

列
車
に
異
常
を
知
ら
せ
ま
す
。

・
非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
時
は
、
列

　

車
に
向
っ
て
大
き
く
手
を
振
る

　

な
ど
し
て
危
険
を
知
ら
せ
て
く

　

だ
さ
い
。
発
炎
筒
や
赤
色
の
物

　

を
使
用
す
る
と
効
果
的
で
す
。

※
脱
出
後
は
、
最
寄

り
の
駅
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

・
ひ
と
り
で
迷
う
の
は
ダ
メ
！

　

少
し
で
も
、
不
審
な
話
は
誰
か

　

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
頃
か
ら
、
家
族
間
で
話
し
合

　

い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６
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地域包括支援センター ℡86-0112

　

町
で
は
、
９
月
か
ら
、　

川
記

念
病
院
の
協
力
の
も
と
、
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
設
置
促
進

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
事
業
の
普
及
啓
発
の
一
環
と

し
て
、
12
月
７
日
、
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
「
認
知
症
ケ
ア
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

独
立
行
政
法
人
国
立
長
寿
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
医
学
博
士
の
鷲
見

幸
彦
氏
よ
り
「
認
知
症
、
こ
れ
か

ら
の
医
療
と
介
護

－

認
知
症
の
人

を
在
宅
で
み
る

－

」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
認
知
症
の
介
護
の
大
変
さ
】

・
同
じ
こ
と
を
何
度
も
聞
か
れ
る

・
目
を
離
せ
な
い

・
介
護
者
の
ペ
ー
ス
で
で
き
な
い

・「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
く

れ
な
い

【
介
護
す
る
上
で
の
注
意
点
】

・
間
違
っ
た
言
動
を
頭
か
ら
否
定

し
な
い
。

・
失
敗
行
為
を
い
ち
い
ち
指
摘
し

た
り
叱
っ
た
り
し
な
い
。

・
理
屈
で
問
い
つ
め
た
り
、
説
明

や
説
得
し
て
も
効
果
は
な
い
。

・
命
令
調
、
権
威
的
、
高
圧
的
な

態
度
に
な
ら
な
い
。

・
良
い
点
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り

と
評
価
す
る
。

・
受
容
的
・
保
護
的
な
接
し
方
を

心
が
け
る
。
た
だ
し
子
供
扱
い
を

し
な
い
。

　
次
回
「
期
待
」
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
「
風
」
二
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
　
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地
　
白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係
　 

宛

【
み
な
さ
ん
に
わ
か
っ
て
い
て
も

ら
い
た
い
こ
と
】

・
認
知
症
診
断
の
技
術
、
治
療
法

は
進
歩
し
て
い
る
。

・
認
知
症
の
症
状
は
変
動
す
る
。

特
に
身
近
な
介
護
者
の
前
で
最
も

症
状
が
ひ
ど
く
あ
ら
わ
れ
る
。

・
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
認
知
症

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
や
治

療
の
工
夫
が
異
な
る
た
め
、
診
断

を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。

　　

認
知
症
高
齢
者
の
か
た
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
過
ご
し
て
い
け

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

物
忘
れ
相
談
を
開
催
し
ま
す

▼
い
つ　

１
月
17
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

　

た
や
そ
の
家
族

▼
相
談
医　
　

川　

順　

氏

（　

川
記
念
病
院
院
長
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２
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白鷹町指定無形文化財「高玉芝居」を公演します

◆い　つ　　２月11日（火・祝日）開演：午後１時　開場：昼12時30分　
◆どこで　　さくらの里文化伝承館（蚕桑地区公民館）
◆演　目　　「三保の松風　しぶきの仁義」
◆定　員　　280人
◆協力金　　入場前売券…500円　　当日券…700円　　
　　　　　　中学生以下…無料
※なるべく前売券でお買い求めくださいますよう
　お願いします。
◆入場券販売　中央公民館、各地区公民館
◆主　催　　白鷹町教育委員会・蚕桑地区公民館
◆その他　　さくらホール内では飲食はできません。

■お問い合わせ　　蚕桑地区公民館　☎85－2153
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〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

高
校
生
活
最
大
の
行
事
の
一
つ

が
修
学
旅
行
で
す
。
本
校
で
は
、

毎
年
12
月
に
3
泊
4
日
で
沖
縄
へ

の
修
学
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
12
月
3
日
か
ら
6
日
ま
で

の
日
程
で
２
年
生
が
修
学
旅
行
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
山
形
で
は
小

雪
の
舞
う
中
の
出
発
で
し
た
が
、

沖
縄
で
は
連
日
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

20
℃
を
超
え
る
暑
さ
で
し
た
。
沖

縄
戦
や
米
軍
基
地
を
見
聞
し
平
和

に
つ
い
て
考
え
、
琉
球
王
国
の
歴

史
や
文
化
に
触
れ
て
、
亜
熱
帯
の

気
候
と
抜
け
る
よ
う
な
青
い
空
と

海
を
満
喫
し
ま
し
た
。
事
前
学
習

と
事
後
学
習
も
含
め
て
、
修
学
旅

行
で
ひ
と
ま
わ
り
成
長
し
た
よ
う

に
見
え
る
２
年
生
で
し
た
。

修
学
旅
行 

in 

沖
縄

　

12
月
18
、
19
日
の
２
日
間
、
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
子
は
フ
ッ
ト
サ
ル
、
女
子
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
ま
た
、
ク
ラ
ス

対
抗
の
長
縄
飛
び
で
順
位
を
競
い

ま
し
た
。
少
人
数
の
学
校
ら
し
く
、

順
位
を
競
い
な
が
ら
も
仲
睦
ま
じ

く
温
か
な
雰
囲
気
で
競
技
が
進
行

し
、
体
育
館
全
体
が
一
つ
に
な
る

よ
う
な
一
体
感
の
あ
る
ク
ラ
ス
マ

ッ
チ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
開
催
が
初

仕
事
と
な
っ
た
新
生
徒
会
役
員
が
、

さ
わ
や
か
に
元
気
よ
く
運
営
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

沖縄への修学旅行

�
��

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

－

ク
ラ
ス
も
学
校
も
一
つ
に

－ クラスマッチでの長縄跳び
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募　集

地
域
の
森
づ
く
り
活
動
を
し
て
み

ま
せ
ん
か

　　

平
成
26
年
度
み
ど
り
環
境
公
募

事
業
に
よ
る
県
民
参
加
の
森
づ
く

り
活
動
を
募
集
し
ま
す
。

▼
支
援
す
る
活
動
内
容

平
成
26
年
度
中
に
実
施
す
る
活
動

【
一
般
助
成
】

①
森
林
・
自
然
環
境
学
習

②
自
然
環
境
の
保
全
活
動

③
豊
か
な
づ
く
り
活
動

④
森
林
資
源
の
利
活
用

【
テ
ー
マ
助
成
】

①
森
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

②
里
山
資
源
の
活
用
と
交
流

③
暮
ら
し
の
中
に
木
を
使
う

▼
募
集
期
限　

２
月
10
日
（
月
）

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
農

村
整
備
係　

☎
85

－

６
１
２
５

置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森
づ

く
り
推
進
室

☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
有
林

の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ま
の
声
を

役
立
て
て
い
く
た
め
、
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

48
人
程
度

▼
募
集
期
間　

１
月
31
日
（
金
）   

▼
任
期　

平
成
26
年
４
月
〜
平
成

　

28
年
３
月
ま
で
の
２
年
間

▼
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

現
地
見
学
会
・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

会
議
へ
の
出
席
な
ど

▼
応
募
資
格
や
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
森
林
管
理

局
企
画
調
整
課
林
政
推
進
係

☎ 

０
１
８

－

８
３
６

－

２
２
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８

－

８
３
６

－

２
０
３
１

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
tohoku/

放
送
大
学
26
年
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
か
た
が
学

ん
で
い
ま
す
。
入
学
試
験
は
な
く
、

１
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
限　

２
月
28
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
山
形

学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６

平
成
26
年
度
指
名
競
争
入
札
資
格

審
査
申
請
（
追
加
）
の
手
続
き
に

つ
い
て

　

建
設
工
事
、
測
量
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
の
指
名
競
争
入
札

（
追
加
受
付
）に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
「
白
鷹
町
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
要
綱
」
に
よ
り
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
要
綱
は
建
設
水

道
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
２
月
28
日（
金
）
到
着
分

（
必
着
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

２
月
３
日
（
月
）

〜
28
日
（
金
）

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
12
時
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

炭
焼
き
体
験
会
を
開
催
し
ま
す

▼
い
つ　

２
月
８
日
（
土
）

午
前
９
時
30
〜
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
森

林
公
園

▼
内
容　

白
炭
窯
、
ド
ラ
ム
缶
窯

を
使
っ
た
炭
作
り
体
験
な
ど
。

▼
持
ち
物　

昼
食（
お
に
ぎ
り
等
）、

飲
み
物
、
寒
く
な
い
服
装
（
長
靴
、

帽
子
な
ど
）、 

軍
手
、
マ
ス
ク

▼
参
加
費　

1
人
５
０
０
円
（
保

険
料
、
昼
食
時
の
温
か
い
汁
物
）

▼
申
込
締
切　

１
月
27
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
農
村
整
備
係

☎
85

－

６
１
２
５

い
ま
さ
ら
き
け
な
い
…

　
悩
め
る
世
代
の
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

い
ろ
い
ろ
見
聞
き
は
す
る
が
ど

う
対
処
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
、
と
い
う
か
た
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。
参
加
料
は
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。広告

おしらせ
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広告

広告

▼
い
つ　

１
月
26
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

産
業
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
定
員　

30
人

▼
内
容　

①
ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ

Ｐ
サ
ポ
ー
ト
終
了
っ
て
何
？

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
っ
て
何
？

①
②
に
つ
い
て
の
講
義
、
質
疑
、

研
修
、
パ
ソ
コ
ン
の
個
別
相
談
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
体
験

※
パ
ソ
コ
ン
の
個
別
相
談
を
ご
希

望
の
か
た
は
現
在
お
使
い
の
メ
ー

カ
ー
と
年
式
（
型
式
）
を
調
べ
た

う
え
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

世
代
サ

ポ
ー
ト

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

世
代
サ
ポ
ー
ト
理
事
長　

高
木
繁

☎
85

－

０
０
９
８

学
童
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

当
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
で
、

学
童
保
育
等
で
の
指
導
補
助
員
と

し
て
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
５
日
（
水
）
〜
６

日
（
木
）
の
２
日
間

・
１
日
目
…
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

・
２
日
目
…
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
（
終
了
後
に
修
了
証
を
授
与
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市　

交
流
セ
ン

タ
ー
ふ
ら
り（
旧
勤
労
セ
ン
タ
ー
）

▼
対
象
者　

概
ね
60
歳
以
上
の
か

た▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

１
月
31
日（
金
）　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人　

長
井
・
西
置
賜

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
84

－

４
５
３
５

知
財
総
合
支
援
窓
口
の
ご
案
内

　

地
域
の
農
林
水
産
品
や
加
工
品

を
知
的
財
産
で
保
護
し
な
が
ら
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
り
た
い
、
商
品
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
や
図
柄
が
既
に
商
標

登
録
さ
れ
て
い
な
い
か
調
査
す
る

方
法
を
知
り
た
い
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は

無
料
で
す
。

▼
窓
口
開
設
場
所　

山
形
県
高
度

技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
1
階

一
般
社
団
法
人
山
形
県
発
明
協
会

▼
窓
口
開
設
時
間　

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
相
談
専
用
電
話　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
５
７
０

－

０
８
２
１
０
０

■
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人

山
形
県
発
明
協
会

☎
０
２
３

－

６
４
４

－

３
３
１
６

h
ttp
://w

w
w
9
.o
cn
.n
e.jp

/
̃jiiiyam

a/sub3.htm
l

ペ
ッ
ト
は
決
ま
り
を
守
っ
て
大
切

に
飼
い
ま
し
ょ
う

　
　

飼
い
犬
、
飼
い
猫
に
係
る
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
快
適
な

地
域
環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
犬

や
猫
な
ど
を
飼
う
際
は
、
決
ま
り

を
守
り
、
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

※
子
犬
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
も
適

正
に
飼
え
な
い
場
合
は
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
な
い
よ
う
不
妊
・
去
勢

手
術
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

※
犬
・
猫
の
フ
ン
は
、
必
ず
飼
い

主
が
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
総
額
表
示
義
務
に
つ
い
て
は
、

税
込
価
格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な

い
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、

税
込
価
格
に
よ
る
表
示
を
し
な
く

て
も
よ
い
と
す
る
特
例
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。【
表
示
例
…
１
０
０
円

（
税
抜
き
）】

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署　

☎
84

－

１
８
１
０

冬
の
省
エ
ネ
県
民
運
動
を
実
施
中

　

地
球
温
暖
化
防
止
及
び
冬
の
電

力
需
要
安
定
化
を
目
指
し
、
省
エ

ネ
・
節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る

と
、
抽
選
で
温
泉
宿
泊
券
な
ど
が

当
た
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

参
加
ハ
ガ
キ
に
て

報
告

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

山
形
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
環
境

企
画
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
３
５



住所　　 氏　　名 年齢

十　王　梅　津　と　も　92
荒砥甲　土　谷　たけの　88
滝　野　小　関　庫　司　71
中　山　大　滝　賢　藏　66
浅　立　小　形　せ　ん　99
高　岡　打　田　と　よ　90
荒砥乙　中　川　　巖　　52
深　山　樋　口　源　内　98

十　王 原
洋昭 光

こう

埜
の

介
すけ

史織

荒砥乙 上村
正彦 拓

たく

　海
み

千紘

荒砥甲 新宮
利幸 利

り

　来
く

悦子

荒砥甲 平田
浩二 侑

ゆ

　愛
あ

真理子

　　氏　　　名　　　 住所

（清　野　　毅　　　上山市

西　村　美　里　　高　岡

（安　達　陽　介　　荒砥乙

金　田　　梓　　　高　玉

（横　山　弘　志　　畔　藤

菅　原　歩　美　　山形市

（山　口　一　喜　　鮎　貝

佐　藤　未　歩　　長井市

（飯　澤　　明　　　十　王

松　永　美　穂　　十　王

（樋　口　　航　　　横田尻

海老名　　舞　　　長井市

（川　合　拓　敏　　十　王

小　川　る　み　　萩　野

（新　野　詠　幾　　広　野

青　木　真奈実　　長井市

（奥　山　　健　　　下　山

中　山　里　美　　下　山

荒砥甲　髙　山　清　一　94
畔　藤　新　野　は　な　86
十　王　西　村　長次郎　61
畔　藤　紺　野　慶　子　77
荒砥乙　小　野　壯　英　58
十　王　伊　藤　　清　　81
滝　野　鈴　木　き　わ　80
萩　野　横　山　四　郎　72
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